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 Challenge  Everything   ～持続可能で心豊かな未来への貢献～

井上   直樹会長

鳥取商工会議所青年部

会
長
所
信

株式会社 井上機械

　

春
爛
漫
の
季
節
を
迎
え
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
ま
す
ま
す
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

令
和
5
年
度
商
工
会
議
所
青
年
部
会
長
を
務

め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
井
上
直
樹
と
申
し
ま

す
。

　

商
工
業
発
展
、
地
域
を
元
気
に
す
る
た
め
全

力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

今
年
度
、
青
年
部
は
設
立
45
周
年
の
節
目
の

年
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ

と
え
に
会
員
企
業
、
親
会
、
こ
れ
ま
で
地
域
経

済
、
地
域
社
会
の
発
展
の
為
力
を
注
い
で
い
た

だ
い
た
諸
先
輩
方
の
ご
支
援
ご
協
力
の
賜
物
と

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

設
立
40
周
年
に
策
定
し
た
ビ
ジ
ョ
ン
「﹇
鳥

取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
﹈＝﹇
鳥
取
力
﹈個
々
の﹇
チ
カ
ラ
﹈を

集
結
し
、
全
国
屈
指
の
青
年
経
済
団
体
を
目
指

す
」
と
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
高
め
よ
う
広
げ
よ
う
鳥

取
力
！
」
の
活
動
指
針
の
下
、
全
国
屈
指
の
単

会
を
目
指
し
て
5
年
間
活
動
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　

今
年
度
よ
り
新
し
く
今
後
5
年
間
の
ビ
ジ
ョ

ン
「
Ｃ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ―

シ
ビ
ッ
ク
・

プ
ラ
イ
ド―

」
市
民
の
誇
り
を
醸
成
し
「
日
本

唯
一
の
賑
わ
い
」
を
創
造
す
る
と
掲
げ
活
動
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
に
対
す
る
意
識
を
統
一
す
る
事

で
会
員
の
力
を
最
大
限
発
揮
し
、
さ
ら
な
る
地

域
の
発
展
に
繋
げ
る
為
に
今
後
5
年
間
の
向
か

う
べ
き
方
向
性
と
達
成
す
べ
き
未
来
を
明
確
に

す
る
た
め
、
45
周
年
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
作
成
に
至

り
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
に
は
活
動
指
針
に
掲
げ
て
お
り
ま

す
よ
う
に
鳥
取
愛
と
誇
り
を
育
み
、
地
域
の
誇

り
を
守
り
、
情
熱
を
も
っ
て
地
域
の
課
題
へ
挑

み
、
地
域
の
絆
と
誇
り
を
結
ぶ
こ
と
を
目
指
し

会
員
全
員
で
取
組
む
こ
と
が
地
域
の
未
来
を
担

え
る
組
織
と
し
て
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

　

令
和
5
年
度
の
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
ス
ロ
ー
ガ
ン
は

「
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ  

Ｏ
Ｆ  

Ｙ
Ｅ
Ｇ　

ま
ち　

ひ
と

み
ら
い　

を
繋
ぐ
核
と
な
れ
」
と
掲
げ
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

よ
り
魅
力
あ
る
地
域
を
目
指
す
為
に
関
係
各

所
と
連
携
し
コ
ロ
ナ
後
の
新
し
い
時
代
を
切
り

開
い
て
い
く
団
体
で
あ
る
こ
と
、
コ
ロ
ナ
過
で

低
下
し
た
参
加
意
識
の
向
上
を
図
る
た
め
積
極

的
に
活
動
で
き
る
よ
う
な
雰
囲
気
づ
く
り
を
心

が
け
る
こ
と
、
そ
し
て
何
よ
り
会
員
に
と
っ
て

の
メ
リ
ッ
ト
を
考
え
行
動
し
て
い
く
こ
と
が
成

功
の
カ
ギ
だ
と
考
え
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
初
め
て
国

内
で
確
認
さ
れ
て
3
年
、
そ
の
影
響
に
よ
り
思

っ
た
様
な
活
動
が
出
来
な
か
っ
た
日
々
が
続
き

ま
し
た
が
、
3
月
よ
り
マ
ス
ク
の
着
用
が
個
人

判
断
に
な
っ
た
こ
と
、
5
月
8
日
よ
り
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
と
同
じ
5
類
へ
と
引
き
下
が
る
こ
と

で
今
ま
で
果
た
さ
れ
な
か
っ
た
思
い
を
受
継

ぎ
、
ま
ち
づ
く
り
事
業
、
鳥
取
城
跡
の
復
元
、

ビ
ジ
ネ
ス
事
業
、
提
言
活
動
と
愛
す
る
鳥
取
の

為
、
地
域
に
必
要
と
さ
れ
る
団
体
を
目
指
し
会

員
一
同
全
力
で
取
組
み
ま
す
の
で
、
ご
支
援
ご

協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
５
年
度

　

令
和
5
年
3
月
8
日
（
水
）、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
に
て
令

和
4
年
度
3
月
送
り
出
し
例
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
令
和
4
年

度
で
は
12
名
の
卒
会
生
が
お
ら
れ
、
内
7
名
の
皆
様
に
ご
出
席
賜

り
、
長
年
に
わ
た
る
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
の
ご
功
績
を
表
彰
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
例
会
に
は
、
過
去
最
高
の
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
会
員
1
4
3
名

が
出
席
さ
れ
、
年
度
最
後
の
例
会
と
し
て
華
々
し
く
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

サ
ブ
タ
イ
ト
ル
「
ラ
ス
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
と
い
う
こ
と
で
、
卒
会

生
か
ら
我
々
現
役
会
員
に
贈
ら
れ
た
最
後
の
言
葉
は
、
ど
れ
も
心
に

響
く
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
り
、
次
年
度
以
降
会
員
の
活
動
意
欲
に
大
い

に
影
響
を
与
え
る
も
の
だ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

今
年
度
、
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
は
2
0
0
名
を
超
え
る
単
会
と
な
り
、
特

に
近
年
の
会
員
数
増
加
に
至
っ
て
は
、
全
国
3
0
0
以
上
あ
る
単
会

の
中
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
増
加
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
単
会
に
成
長
で
き
た
こ
と
は
、
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
を
ご
卒
会
さ
れ
ま
し

た
諸
先
輩
方
が
積
み
上
げ
て
こ
ら
れ
た
実
績
の
も
と
だ
と
、
本
例
会

を
運
営
す
る
に
あ
た
り
強
く
実
感
を
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
会
則
に
よ
り
49
歳
ま
で
と
い
う
こ
と
で
来

年
度
以
降
も
多
く
の
方
が
卒
業
さ
れ
ま
す
。
我
々
は
卒
業
さ
れ
る

方
々
の
想
い
を
胸
に
刻
み
、
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、

地
域
の
経
済
的
発
展
の
支
え
と
な
り
、
豊
か
で
住
み
よ
い
郷
土
づ
く

り
に
貢
献
で
き
る
よ
う
日
々
精
進
し
て
参
り
ま
す
。

総
務
委
員
会　

委
員
長　

松
島 

新
太
郎
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３
月
送
り
出
し
例
会

３
月
送
り
出
し
例
会

　    　尾崎 拓志 君
　     （おざき たくし）
事 業 所 名  ㈱メイズ
所属委員会  鳥取イズム委員会

　    　谷本 銀河 君
　   （たにもと ぎんが）
事 業 所 名  ㈱ウッズカンパニー本社
所属委員会  会員増強委員会

　    　池内 　健 君
　     （いけうち けん）
事 業 所 名  ㈱池内
所属委員会  会員交流委員会

　    　尾前 康寛 君
　   （おまえ やすひろ）
事 業 所 名  ㈱日本海プラザ
所属委員会  会員増強委員会

新  入  会  員

2023年度 鳥取商工会議所青年部組織表

専務理事
田村 康悦

副会長
田淵 裕章

副会長
高藤 軌晋

副会長
福田 弘幸

副会長
民野 泰稔

副会長
網尾 和亮

副会長
冨田 光政

総 務 委 員 会

45周年企画実行委員会

広報ブランディング委員会

会員交流委員会

政策提言委員会

まちなか活性化委員会

副会長
松島新太郎 ビジネス委員会

副会長
山根 　真 会員増強委員会

鳥取お城委員会

◎藤原成司、○岩崎直紀、○三橋章弘、○盛田翔平
　新井宏圭、雨河雅裕、上田真由美、尾脇史行、木村駿介
　清水　毅、砂原亜希子、田中秀幸、田中博行、信岡宜曉
　林　大和、平野加奈、古都直記、牧村　均、村上諭史
　□森下大輔、安田光宏、山田秀樹、山中淳平
◎太田哲平、○大森　誠、○安本剛敬
　石原康司、石原優貴、岩本慎司、梅實尚明、奥平智一
　奥村道哉、尾前康寛、菅原大介、高垣　弘、田中　治
　田中剛史、谷口里江、中尾　豪、林慎太郎、藤原昌彦
　本城　誠、前嶋弘恵、森山宏志、安田道人
◎村田浩一、○英　智哉、○森原　真
　□荒田潤之介、井上直樹、上田雅稔、岡村　翔、喜多　靖
　木村美紀、國森清華、小玉惇平、小林幸太郎、塩河桂太
　杉内順一朗、谷口勇也、中西康裕、中山裕大、西尾　仁
　安村佳助、山本龍太
◎荒川恵介、○田中健一、○山本祐之
　大深仁恵、池内　健、金子竜也、河﨑　勧、小泉卓也
　小林真帆、湖山　諒、澤　隼人、高田晋士、田中雅士
　津村拓朗、中江優二、西尾利樹、野藤　実、松島浩二
　水口　達、山下智子
◎西川征和、○岸本雄司、○中原道広
　安住真俊、磯部紗希、伊藤　崇、上田和宜、尾崎拓志
　大杉健二、家納東詩、亀木理加、幸田伸一、坂野経三郎
　兵江健太、藤田大志、藤原直人、藤原正弥、古林　晃
　松長武俊、圓井貴志、峰臣一郎
◎中﨑雄一、○金居洋子、○河田圭太
　大石敦司、木下　優、大塩晋也、亀谷勇斗、木下　裕
　小林隆一、柴原洋司、渋谷洋平、嶋田耕治、霜村洋司
　髙木健治郎、竹中一浩、谷本直也、姫田靖彦、三上正幸
　森田祐加、山下誉議、山本義雄、吉谷勇一郎
◎池上裕樹、○西根健太、○美作空高
　宇佐美孝太、大塚英子、木村流雲、杉内諒暉、杉浦健斗
　田中大喜、谷本銀河、中村　喬、□濵本浩二、原田直樹
　樋口貴久、久本幸広、藤田直也、松井奏子、村上春希
　諸寄英久、山中慎也、山根雅人
◎田中将樹、○永美祐輔、○平家由紀
　池内哲也、池田　崇、江谷俊郎、大麻智尋、岡村友輝
　門脇総司、坂口正哲、田中公照、田中直也、中野和育
　西垣和也、西川朋宏、早島岳大、平田祐輔、松田寿一
　森本　剛、湯川　渉、米澤周平
◎岸本夕子、○下園裕樹、○松山哲平
　入江秀幸、大塚裕之、岡田　悠、尾﨑弘子、長田　誠
　木下裕也、谷岡勇樹、常村　修、鳥越力斗、中尾文則
　西垣裕司、野田幸洋、濱本圭佑、松下沙知、森田晃正
　森本治代

◎＝委員長理事　○副委員長理事　□＝監事
（敬称略、理事以下は五十音順）

会　長
井上 直樹

直前会長
平田 祐輔

出向理事
（鳥取県連）
江谷 俊郎

出向理事
（中国ブロック）
松島 浩二

出向理事
（日本ＹＥＧ）
西川 朋宏

　

令
和
5
年
3
月
12
日（
日
）に
パ
レ
ッ
ト

鳥
取
内
の
鳥
取
市
民
交
流
ホ
ー
ル
に
て
鳥
取

市
、
鳥
取
本
通
り
商
店
街
振
興
組
合
「
麒
麟

の
ま
ち
」
推
進
協
議
会
と
協
力
し
、「
飛
び

出
せ
麒
麟
獅
子 

噛
む 

Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｅ 

本
通
商
店

街
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
日
本
遺
産
・
麒
麟
獅

子
の
認
知
度
向
上
と
中
心
市
街
地
の
活
性
化

へ
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
行
い
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
中
は
、
日
本
遺
産
の
発
信
を
目
的

と
し
た
麒
麟
獅
子
の
看
板
と
実
物
大
麒
麟
獅

子
や
ミ
ニ
麒
麟
獅
子
な
ど
を
展
示
し
た
り
、

麒
麟
獅
子
団
体
の
方
を
お
招
き
し
麒
麟
獅
子

の
舞
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
抽
選
会
・
こ
ど
も
縁
日
・
飲
食

ブ
ー
ス
な
ど
を
配
置
し
3
0
0
人
を
超
え
る

来
場
者
が
訪
れ
ま
し
た
。
家
族
連
れ
に
も
多

く
参
加
い
た
だ
き
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
飛

び
出
す
仕
組
み
を
組
み
込
ん
だ
麒
麟
獅
子
看

板
も
好
評
を
博
し
、
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
し
て
日

本
遺
産
の
認
知
度
向
上
及
び
中
心
市
街
地
活

性
化
へ
向
け
た
取

り
組
み
の
一
翼
を

担
え
た
と
思
い
ま

す
。

　

ま
ち
委
員
会

副
委
員
長　

　

奥
平 

智
一

日
本
遺
産
発
信
イ
ベ
ン
ト

 

飛
び
出
せ
麒
麟
獅
子

 　

噛
む　

Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｅ

 　
　
　
　
　

本
通
商
店
街
！

卒会生挨拶

卒会生集合写真


